
新学期に突入！

元気にいってきます!!新学期に突入！

元気にいってきます!!

車
に
気
を
つ
け
て
、

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
!!

[ 特集 ]
令和６年度 まちの予算

新年度の始まり！
気持ちも新たに一年間頑張りましょう！
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総人口

１０，０７２人　男 4,853人／女 5,219人

前月比

－４６人　　　　　男 －14／女 －32

　○出生　　 1人 　○死亡　　20人
　○転入　　43人 　○転出　　69人

総世帯数

４，４５９世帯　　前月比　＋1

町からの情報をお届けしています

新学期が始まり、元気よく登
校するこどもたち。新しい季
節に期待の胸を膨らませ、笑
顔で、楽しそうに通学する姿
がとても印象的でした。これ
からも充実した学校生活を過
ごしてほしいと思います。

広報こうさ　5
━━━━  表紙の写真 ━━━━

ウェブサイト instagram

facebook

X（旧 twitter）

メールアプリ

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

人のうごき（３月31日現在）
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４月１日（月）７人の新規採用職員が町職員に加わりました。
春の人事異動を経て新たな体制でスタートした本町の組織図を
お知らせします。
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令和６年度入庁
新規採用職員紹介

納めていただいた町税の収
納管理や、町税の通知書な
どを発行する業務を担当し
ます。少しでも早く仕事を
覚えて、町民の皆さまに信
頼していただける職員にな
れるよう頑張ります。

税務課徴収係
松
ま つ も と

本 悠
ゆ う た ろ う

太郎

介護保険の手続きなどの業
務を担当します。笑顔を絶
やさず、町民の皆さまとの
関わりを大切にしていきた
いです。船津区出身なので、
顔見知りの方は声をかけて
いただければ嬉しいです。

福祉課介護保険係
野
の な か

仲 希
の ぞ む

望

国民年金の手続きや、住民
票や戸籍などの証明書発行
の業務に携わります。誠実
で丁寧な対応ができるよう
心がけ、日々努力してまい
りますのでよろしくお願い
します。

住民生活課住民係
田
た な か

中 秀
し ゅ う や

弥

経営係として、農家の皆さ
まのサポートをしていきま
す。自分が任された業務を
しっかりと覚えて、一日で
も早く、町民の皆さまのお
役に立てるよう精一杯頑張
ります。

農政課経営係
宮
み や も と

本 陸
り く

総合運動公園の管理などを
担当します。自身のスポー
ツの経験を活かして、町の
体育振興に貢献したいです。
そのためにも早く仕事に慣
れ、町の戦力となれるよう
頑張ります。

社会教育課社会体育係
倉
く ら た

田 一
い っ せ い

晟

合併処理浄化槽の補助申請
手続きなどに関する業務を
担当します。まずはしっか
りと仕事を覚えて、町民の
皆さまのために、より良い
環境づくりができるよう努
めていきます。

環境衛生課環境衛生係
松
ま つ し た

下 雅
み や こ

子

町の道路管理などに関する
業務を担当します。まだわ
からないことも多いですが、
甲佐町の職員として、一日
でも早く皆さまの力になれ
るよう頑張りますのでよろ
しくお願いします。

建設課管理係
吉
よ し だ

田 成
な る き

希
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甲佐町組織図
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、
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健
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、
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な
ど

に
関
す
る
こ
と
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国
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お
よ

び
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の
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収
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に
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る
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と

・
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住
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台
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年
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お
よ
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０
９
６
︲
２
３
５
︲
８
７
１
１

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
９
８

※変更があった課・係は橙色で表示しています

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
０
１
０
２

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
０
２
５
５

教育委員会

福
祉
係

地
域
包
括
支
援
係

介
護
保
険
係

・
民
生
・
児
童
委
員
、
生
活
保
護
、
消
費
者
行
政
、

障
が
い
者
の
福
祉
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
保
育
所
、
児
童
福
祉
、
児
童
手
当
、
子
ど
も
医

療
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

・
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
な
ど
の
被
保
険
者

の
包
括
的
支
援
、
介
護
予
防
な
ど
に
関
す
る
こ
と

子
ど
も
支
援
係

■お問い合わせ先　
　町総務課　☎096-234-1140（内線221）

広
報
電
算
係

・
町
振
興
計
画
、
陳
情
請
願
、
公
共
交
通
、
企
業

誘
致
、
行
財
政
改
革
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
電
算
シ
ス
テ
ム
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
情
報

発
信
、
統
計
に
関
す
る
こ
と

・
職
員
人
事
︑
福
利
厚
生
︑
選
挙
︑
条
例
・
規
則

の
制
定
改
廃
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
文
書
の
収
発
︑
情
報
公
開
︑︑
町
有
財
産
管
理
︑

入
札
︑
行
政
区
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
予
算
編
成
︑
財
政
運
営
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
消
防
に
関
す
る
こ
と

　町では、令和６年４月１日（月）から業務の効率化を図るため業務分担を一部見直しまし
た。これに伴って、地域振興課が新設されました。また、社会教育課には新たに文化財係が
設置されました。

地
域
振
興
課

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
５
４

・
定
住
、
そ
の
他
地
域
振
興
に
関
す
る
こ
と

・
商
工
業
、
企
業
振
興
、
観
光
、
物
産
振
興
な
ど

に
関
す
る
こ
と

文
化
財
係
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■
歳
入

歳
入
で
は
︑
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄

附
金
︵
ふ
る
さ
と
納
税
︶
の
受
け
入
れ

額
に
つ
い
て
︑
昨
年
度
実
績
を
踏
ま
え

て
増
額
と
な
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま

す
︒
ま
た
︑
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
も
︑

新
型
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
段
階
的
な
回
復

に
よ
る
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
防
災
行
政
無
線
設
備
機
能

強
化
の
た
め
の
更
新
費
用
や
後
期
高
齢

者
医
療
療
養
給
付
費
負
担
金
の
増
加
な

ど
か
ら
財
源
不
足
も
生
じ
て
い
ま
す
︒

こ
の
不
足
分
は
既
存
事
業
の
見
直
し
や

経
費
削
減
に
よ
る
不
足
額
の
縮
小
を
図

り
つ
つ
︑
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
基
金
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
政
調
整
基
金
︵
町
の
貯
金
︶
を
取
り

崩
す
こ
と
で
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
︒

■
歳
出

歳
出
で
は
︑
新
規
事
業
と
し
て
︑
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
住
民
票
等
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
や
利
用
低
迷

が
続
く
町
営
バ
ス
事
業
か
ら
の
転
換
を

図
る
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
の
導
入
︑
本
町

で
新
た
に
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い

事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
起
業
応
援
施

設
の
整
備
︑
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向

け
た
本
町
独
自
の
支
援
策
構
築
を
目
指

す
﹁
商
店
街
活
性
化
計
画
﹂
や
国
指
定

史
跡
﹁
陣
ノ
内
城
跡
﹂
と
連
携
し
た
新

た
な
観
光
ル
ー
ト
確
立
の
た
め
の
整
備

計
画
の
策
定
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

継
続
事
業
と
し
て
は
︑
新
規
就
農
者

へ
の
経
営
支
援
︑
道
路
整
備
５
か
年
計

画
に
基
づ
く
道
路
整
備
︵
町
道
の
改

良
・
補
修
工
事
︶︑
河
川
浚
渫
等
に
よ

る
内
水
対
策
な
ど
を
実
施
し
ま
す
︒
ま

た
︑
寄
附
額
が
増
加
す
る
ふ
る
さ
と
甲

佐
応
援
寄
附
金
︵
ふ
る
さ
と
納
税
︶
に

関
す
る
経
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
︒

●
お
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
４
０

　
　
︵
内
線
２
２
３
︶

令和６年度

【歳入項目の説明】【歳出項目の説明】

●自主財源………………町が自主的に集めることができるお金
●依存財源………………国や県から交付されるお金や町債
●町税……………………皆さんに納めていただいた町民税や固定資

　　　　　　　　　　産税など
●繰入金…………………積み立てておいた基金を取り崩して一般会

　　　　　　　　　　計に受け入れたお金
●分担金・負担金………町が行う特定の事業によって利益を受ける

　　　　　　　　　　人から徴収されるお金
●その他（自主財源）…町の施設の使用料や証明書の発行手数料、

　　　　　　　　　　預金利子や前年度からの繰越金など
●地方交付税……………全ての市町村が一定の住民サービスを実施

　　　　　　　　　　できるように国が交付するお金
●国庫支出金……………事業を行うために国が交付するお金
●県支出金………………事業を行うために県が交付するお金
●町債……………………道路や小・中学校などの社会資本を整備す

　　　　　　　　　　るための借金
●その他（依存財源）…国から配分される地方譲与税やゴルフ場利

　　　　　　　　　　用税など

●民生費…………高齢者福祉や児童福祉、障がい者福祉といった福
　　　　　　　祉事業全般にかかる経費

●総務費…………町全体の運営に関する経費や、財産の管理にかか
　　　　　　　る経費

●土木費…………町道、河川維持や整備にかかる経費
●商工費…………商工業や観光業の振興にかかる経費
●公債費…………町の借金である町債を返済するための経費
●消防費…………消防組合・消防団の運営にかかる経費や、防災に

　　　　　　　かかる経費
●衛生費…………町民の健康のための経費や、ごみ、し尿などの　

　　　　　　　処理にかかる経費
●教育費…………小・中学校の義務教育にかかる経費や、公民館活

　　　　　　　動・保健体育活動などの社会教育にかかる経費
●農林水産業費…農林業振興のための経費や、農道などの維持や整

　　　　　　　備にかかる経費
●議会費…………町議会の開催や運営にかかる経費
●その他…………災害復旧費・予備費など

令和６年度一般会計は

95億5,620万円

まちの予算

（前年度比21.5％増）

　本町の令和６年度当初予算が町議会
３月定例会で成立しました。今年度の
一般会計予算は95億5620万円であり、
前年度比21.5％の増額となりました。

歳入

自主
財
源依
存
財

源

その他
3億113万円
3.2％

町税
10億4,036万円

10.9％
繰入金

7億7,762万円
8.1％

分担金・負担金
4,351万円
0.5％

その他
16億9,351万円

17.7％

地方交付税
22億5,000万円

23.6％

国庫支出金
16億4,654万円

17.2％

県支出金
4億9,051万円

5.1％

町債
13億1,300万円

13.7％
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■特別会計当初予算額
令和６年度 令和５年度 増減率

国民健康保険事業 14億9,368 14億9,451 ▲0.1

介護保険事業 16億5,959 16億254 3.6

後期高齢者医療事業 ２億1,472 １億8,667 15

特別会計 33億6,799 32億8,372 2.6

当初予算の主な事業

令和６年度 令和５年度 増減率

収益的収入 １億7,141 １億6,739 2.4

収益的支出 １億7,141 １億6,739 2.4

資本的収入 8,072 7,072 14.1

資本的支出 １億5,381 １億5,192 1.2

■上水道事業当初予算額 （万円・％）

（万円・％）

民生費

　私立保育所などの運営支援経費 ４億4,142

　障がいのある人の自立・生活支援経費 ４億8,168

物価高騰対策重点支援給付金事業交付経費 １億7,022

　総務費

　町有財産の管理費 ８億5,273

　行政区運営交付金 1,630

　コンビニ交付システム導入費用 837

　土木費

　道路の新設や改良などの経費 11億7,867

　商工費

　ふるさと甲佐応援寄附金運営事業経費 ９億8,216

　企業等応援拠点施設の整備費 8,960

　消防費

　浸水対策費 9,800

　消火活動に必要な設備などの整備費 3,743

　衛生費

　ごみ、し尿の処理経費 １億5,388

　合併処理浄化槽普及補助金 2,427

　子ども医療費助成金 4,848

　教育費

　甲佐小・乙女小学校プール改修費 3,512

　総合運動公園施設管理経費 2,462

　農林水産業費

　中山間地域のほ場整備などの経費 5,862

　多面的機能支払事業の経費 6,263

　議会費

　町議会運営に伴う経費 7,375

（万円）

詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
▼

歳出

民生費
20億7,392万円

21.7％

総務費
16億9,750万円

17.7％

公債費
11億1,623万円

11.7％

土木費
14億54万円
14.7％

商工費
11億3,892万円

11.9％

衛生費
5億5,264万円

5.8%

教育費
4億6,314万円

4.8％

消防費
7億2,437万円

7.6%

農林水産業費
2億9,519万円

3.1％

議会費
7,375万円
0.8％

その他
2,001万円
0.2%
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▲出初式および消防点検に臨む町消防団員 ▲「ぼくらの足あと」を歌う乙女小学校の卒業生

　３月31日（日）甲佐小学校グラウンドで令和６年
甲佐町消防団（田上慎太郎団長３７０人）出初式およ
び消防点検が開催されました。通常点検の部は、役場
分団が優勝。操法競技の部では、ポンプ車の部は第１
分団第４部（岩下地区）、小型ポンプの部は第１分団
第７部（北部地区）が優勝。また、若草保育園の幼年
消防クラブも通常点検を行い、式典を盛り上げました。

郷土を守る強い団結力
令和６年甲佐町消防団出初式

　３月21日（木）町内小学校で令和５年度卒業証書
授与式が執り行われました。乙女小学校では、平成４
年度に、当時の生徒と先生が作り上げ、卒業式で歌わ
れていた歌「ぼくらの足あと」が復活。なくなってい
た譜面を再度作りあげ、６年生が一部歌詞を変更する
などの改良を重ね披露された思い出の歌で、特別な式
典となりました。

受け継がれる思い出の歌
乙女小学校卒業式

こうさ の 話題

▲全国大会に出場し、好成績を残した米原愛莉珠選手 ▲参加者が見送るなか、町役場を出発する警察車両

　３月29日に兵庫県で開催された「第16回スタジオ
アリスジュニアカップ」に米原愛莉珠選手（上早川2
区）が出場。小学1～２年生・男女混合の部で３位の
成績を残しました。米原選手は「練習ラウンドではい
い結果を出せなかったけど、決勝ではいいスコアで上
がれてよかった。いっぱい練習してもっと強くなりた
い。」と話しました。

米原選手がゴルフ全国大会に出場
第１６回スタジオアリスジュニアカップ

　４月５日（金）町生涯学習センターホールで令和６
年春の全国交通安全運動４町合同出発式が開催されま
した。式典では交通ルールの順守と事故防止を呼びか
け、交通安全功労者の表彰などが行われたほか、交通
安全啓発用グッズが町へ寄贈されました。
　出発式終了後は、御船警察署の車両が役場を出発し、
交通事故ゼロを呼びかけるパレードも行われました。

交通事故ゼロを目指して
春の全国交通安全運動出発式

▲「くまりん号」での自転車運転を体験する1年生の生徒たち
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こうさの旬な情報を発信！

▼名前を呼ばれ、返事をして起立する新入児童たち

▲谷川校長の式辞を真剣に聞く新
１年生

▲「くまりん号」での自転車運転を体験する1年生の生徒たち

　４月14日（日）熊本甲佐総合運動公園で田中希実
選手の陸上教室が開催されました。子どもたちに走る
楽しさを体感してもらうことや、技術向上を目的に町
教育委員会と町陸上競技会が開催。田中選手は実際に
行っている腿上げやストレッチを実演。その後、実際
にコース内を一緒に走り、参加した小・中学生60人
は、憧れの選手から陸上の楽しさや技術を学びました。

一流アスリートとの交流を楽しむ
田中希実選手が陸上教室を実施

　４月11日（木）甲佐中学校で、交通安全教室が行
われました。同教室は、正しい交通ルールを学び、事
故発生を防ぐことを目的として、御船警察署職員を講
師に招いて実施されました。1年生は自転車点検や道
路の走行方法の実技指導のほか、モニターを搭載した

「くまりん号」による運転シミュレーション体験を行
い、自転車の安全な乗り方を学びました。

正しい交通ルールを学ぶ
令和６年度交通安全教室

▲元気よく入場する甲佐小新１年
生の児童たち

　4月9日（火）町内の各小学校および甲佐中学校で
令和６年度入学式が開催されました。
本年度は甲佐小32人、白旗小14人、乙女小28人、龍
野小11人、甲佐中95人が入学しました。
　甲佐小学校（谷川裕明校長）では、同小体育館で入
学式を開催。上級生や保護者のあたたかい拍手で迎え
られて新入学児童が元気よく入場。入学児童氏名報告
が行われ、名前を呼ばれた新入学児童たちは大きな声
で返事をし起立しました。
　谷川校長は「みなさんが入学してくるのを楽しみに
していました。早く学校生活に慣れて、お友達をたく
さん作って、一緒に楽しくお勉強したり遊んだりして
くださいね」と式辞。甲佐小児童を代表して國宇稀心
さん（6年・大町区）が「みんなでたくさん遊んで、
楽しい学校にしましょう」とあいさつしました。甲佐
ライオンズクラブからは、雨の日の登下校に備え、黄
色い傘が贈呈されました。

新一年生入学おめでとう
令和６年度小・中学校入学式

▲先頭を走る田中選手と参加者の子どもたち
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　甲佐町フィットネスセンターに新し
く増設した筋力トレーニングマシンを
紹介します。
●レッグプレス
　大腿四頭筋やハムストリングス、お

尻の筋肉（大臀
筋）が鍛えられ
ます。膝、腰、
足首などの痛み
や違和感がある
方でも、軽い負
荷から始められ
安全にトレーニ

ングすることができます。
●ラットプルダウン
　主に背中の筋肉 ( 広背筋 ) が鍛えら
れます。背中を鍛えることで、基礎代
謝が上がり、肩こり予防や姿勢改善に
も効果が期待できます。
●チェストプレス
　胸の筋肉 ( 大胸筋 ) と二の腕 ( 上腕
三頭筋 ) が鍛えられ、二の腕を引き締
める効果も期待できます。
　甲佐町フィットネスセンターにぜひ
お越しください。

Health
藤本　佑子さん

（ 保健師 ）健康だより
痛風発作を予防しよう

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲増設した筋力トレーニングマシン

Fitness

甲佐町フィットネスセンター

筋力トレーニングマシンが 3 台増設！

今月の紹介者

ある日突然、足や指の関節に腫れや痛みが出現
する痛風発作。風が吹くだけで激痛が走り、歩
くことさえもままならなくなる場合があります。

●痛風発作の原因は尿酸
尿酸が高い状態が続くと血液から関節へと漏れ

出し、結晶を作ります。結晶ができると白血球
がその結晶を壊そうとするので関節に炎症や痛
みが生じます。

●痛風発作は男性に多い !
痛風発作を起こす人の約9割は男性です。女性

は女性ホルモンが体内の尿酸を排出する働きを
持っているため、痛風発作を起こしにくいです。

●痛風発作は夏に多い !
痛風発作が夏に起こりやすい原因として、以下

の3つが考えられます。
1. 汗をかくことで脱水になり、血液中の尿酸値
が上がる
2. アルコール ( 特にビール ) の摂取量が増える
3. 清涼飲料水の摂取量が増える

アルコールに含まれるプリン体、清涼飲料水に
含まれる糖質は尿酸値を上昇させます。また、
アルコールには利尿作用もあり、さらに脱水を
起こしやすくなります。暑い夏にスポーツで汗
をかき、熱中症予防のために糖質を多く含んだ
清涼飲料水を飲み、ビールで乾杯はとても危険
です。バランスのよい食事、適度な有酸素運動、
水や麦茶でこまめに水分補給をして、痛風発作
を予防しましょう。

●お問い合わせ先
　甲佐町健康推進課
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711
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月　日 当番医 電話番号

５月５日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

５月12日 谷 田 病 院 096-234-1248

５月19日 桃 崎 整 形 外 科 096-235-8111

５月26日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

古閑　結
ゆ い か

香 ちゃん（１歳）
　父・光 さん
　母・春香 さん　（岩下二区）

　いたずら大好き！
　　　　　のびのび大きくなってね！

４か月児健診

　　５月16日（木）　午前９時

　　６月20日（木）　午前９時

７か月児健診

　　５月16日（木）　午前10時

　　６月20日（木）　午前10時

ピカピカ１歳教室

　６月７日（金）　午前９時20分

１歳６か月児健診

　５月14日（火）　午後１時

すくすく２歳児子育て相談

　６月21日（金）　午前９時20分

３歳児健診

　５月14日（火）　午後１時20分

５月・６月の保健活動 ●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

わが家の「笑顔」を紹介します

●　５月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

１日（水） 　身体測定 ( 身長・体重 )
８日（水） 　お散歩
10日（金） 　母の日のプレゼント作り
13日（月） 　折り紙遊び
15日（水） 　園庭遊び
17日（金） 　おやつ作り（要予約）
20日（月） 　牛を見に行こう
22日（水） 　ブロック遊び
24日（金） 　シール遊び
27日（月） 　ままごと遊び
29日（水） 　製作
31日（金） 　砂場遊び

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しませんか？応募期限は毎月
７日まで。ご応募お待ちしています
お詫び
　受信環境不具合により、令和６年４月にご応募いただいた方

の受付ができておりませんでした。まことに申し訳ございま
せん。現在は復旧しておりますので、再度ご応募をお願いし
ます。　　　　　受付はこちらからです▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

11 広報 こうさ 2024.5



■
県
立
図
書
館
配
本
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介

甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
、

熊
本
県
立
図
書
館
の
「
配
本
協
力
図
書
」

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
一
般
書
１
０
０
冊
、

児
童
書
・
絵
本
２
０
０
冊
、
合
計
３
０
０

冊
を
借
り
受
け
、
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

1
セ
ッ
ト
50
冊
で
６
箱
分
の
図
書
は
、
年

に
数
回
入
れ
替
わ
る
の
で
、
箱
を
開
け
る

た
び
に
「
今
度
は
ど
ん
な
本
が
届
い
た
の

だ
ろ
う
」
と
職
員
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

配
架
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
図
書
室
に
所

蔵
し
て
い
な
い
本
も
多
数
あ
っ
て
、
思
わ

ず
手
を
止
め
見
て
し
ま
う
こ
と
も
…
。
図

書
室
入
口
の
右
側
に
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

5
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
～

●
会
場

お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
図
書
室
内
）

世の中は騒々しく、人々が浮き足立つ時
代になってきた。そんなやかましい時代
を、静かに生きるにはどうすればいいの
か？人生を幸せに生きることはどういう
ことか？作家・森博嗣が自身の日常を観
察し、思考したエッセイ。

神田川護岸の排水口から遺体が発見され
た。遺体は地下水路の「暗渠」を通って
流れ着いたらしい。和泉署に合同捜査本
部が立てられ、宮下は久しぶりに真壁と
組むことになるのだが…。欺瞞の闇に迫
る読み応えのある警察ミステリ。

気分に合わせて夜市を選ぶ、漢方薬局で
スパイスを買う、台湾新幹線でお出か
け、ノスタルジックな台南、ランタンフ
ェスティバル…。1 日 1 ページ、日め
くりカレンダーのような写真とエッセイ
で 365 日の台湾の暮らしぶりを紹介。

第舞台はヴィクトリア朝京都。洛中洛外
に名を轟かせた名探偵ホームズが、まさ
かの大スランプ？ホームズとワトソンは
この摩訶不思議な大迷宮（スランプ）を
抜け出せるか…。森見登美彦の世界観に
引き込まれるおすすめの一冊。

国宝をはじめとした日本美術をデジタル
復元で当時の色彩に戻し、制作された時
の環境で鑑賞することで見えてくるスト
ーリーを紹介。当時のストーリーを理解
することで感性がひらき、日本美術の鑑
賞が自分のものになる一冊。

小説 一般書

秘密の花園
　朝井 まかて 著／日経ＢＰ日本経済新聞出版

静かに生きて考える
　森 博嗣 著／ベストセラーズ

水脈
　伊岡 瞬著 著／徳間書店

シャーロック・ホームズの凱旋
　森見 登美彦 著／中央公論新社

台湾のすこやかで福のある暮らし365日
　コバシ イケ子 著／自由国民社

はじめから国宝、なんてないのだ。
　小林 泰三 著／光文社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

曲亭馬琴は戯作の道に踏み出し人気作者
になるが、武家である滝沢家再興の夢を
捨てず、締切に追われながら家計簿をつ
け、庭の花園で草花を丹精し…。「南総
里見八犬伝」を生んだ馬琴の素顔、けな
げな哀歓を鮮やかに描いた一冊。

図
書
室

行
こ
う
へ

▲県立図書館配本コーナーにぜひお越し
ください

◀
道
泉
禅
門
、
道
音
禅
門
、
妙
昌
信
女
の
名
前
が
刻
ま
れ

た
逆
修
碑
）
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【
基
本
理
念
】

「
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」
及
び

「
第
2
次
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」
に

お
け
る
4
つ
の
「
基
本
理
念
」
を
継
承
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
基
本
理
念
を
原
点
に
計
画

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
男
女
人
権
の
尊
重

男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
重
を
重
ん
じ
、

性
別
に
よ
る
差
別
を
な
く
し
、
男
女
が
ひ
と

り
の
人
間
と
し
て
能
力
を
は
っ
き
で
き
る
機

会
が
確
保
さ
れ
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

「
男
女
が
と
も
に
自
立
し
、
支
え
あ
う
住

み
よ
い
ま
ち
」

【
重
点
目
標
】

男
女
お
互
い
の
人
権
へ
の
配
慮

女
性
も
男
性
も
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

性
別
に
よ
る
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
ず
、
配

偶
者
等
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
に

向
け
た
啓
発
や
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
と

も
に
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
現
実
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

■
甲
佐
町
「
人
権
啓
発
の
推
進
」

広
報
誌
等
に
よ
る
人
権
啓
発
・
・
広
報
甲

佐
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
人
権
啓
発
記

事
を
開
催
し
ま
す
。

■
正
し
い
認
識
と
理
解
の
促
進
・
・
同
和
問

題
な
ど
人
権
問
題
の
正
し
い
認
識
と
理
解
を

促
進
し
ま
す
。

■
熊
本
県
の
主
な
取
組
み

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
等
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
意
識
啓
発
を
進
め
る
と

と
も
に
、
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
教
育
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
4
）

人
権
～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

第
3
次
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
計
画
「
抜
粋
」

竜野地区の目野には、鎌倉時代から山岳仏教的な修養道場の学問寺

として、多くの寺院が建立され、繁栄をしていました。しかしキリス

ト教の信者として知られる武将小西行長が宇土の城主となり、その勢

力を強めるに従い彼は仏教弾圧の政策を進め、仏教の寺院・神社の焼

き討ちを行い、このため目野の寺院集落は焼き払われ廃墟と化した、

と伝えられています。そのためか目野には、目
も く や じ
野寺、六

ろ っ か じ
箇寺、加

か よ う じ
要寺、

釈迦堂などのお寺に関する地名が数多く残っています。

　その山麓の個人宅に逆修碑 (ぎゃくしゅうひ=板碑 )があります。

板
い た び
碑は亡くなった人を弔うお墓ではありません。板状の石に、仏を

表す梵字や供養者の名前や年月日、供養の内容などが刻まれています。

逆は「あらかじめ」の意で、自分のために生存中に、自身の死後の法

事を修 ( しゅう ) することを指します。時には生者が自身のためにと

いうのではなく、その子が現在生存する親のために、妻が健在の夫の

ために、逆修を営むこともあります。

　今回この逆修碑を前川清一先生 ( 県文化財保護審議会委員 ) の指導

で調査しました。その報告書には「道
どうせんぜんもん

泉禅門の追
ついぜんくよう
善供養のために「道

音禅門」と「妙
みょうしょうしんにょ

昌信女」が願
がんしゅ

主となり永禄2年 (1559)3月21日に追善

供養がなされ、板碑が建立されたことがわかる。道泉禅門は、道音禅

門の父とみられる。また、道音禅門と妙昌信女は夫婦であろう。」とあ

ります。永禄2年 (1559) にこの目野の地に逆修碑を建立し、追善供

養をする事の出来る力を持った人がいたことを示すものです。また、

寛文9年 (1669) の「国郡一統志」に中横田の項目に「目野寺釈迦福

泉禅庵薬師地蔵阿弥陀」

と記されており、江戸初

期の頃まではこれらの寺

院が存在していたことに

な り ま す。 明 和2年

(1765) の「肥後国誌」に

は記録がありません。こ

れは、この百年の間に何

らかの理由で廃寺になっ

たと思われます。おそら

く小西行長による焼却で

はないと考えられます。

「目野の逆修碑 ( 板碑 )」
文 化 財 探 訪

◀
道
泉
禅
門
、
道
音
禅
門
、
妙
昌
信
女
の
名
前
が
刻
ま
れ

た
逆
修
碑
）

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線324）

町文化財保護委員　赤星　眞照（有安区）

～第121回～
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４
月
17
日
（
水
）
甲
佐
町
や
な
場
で
、

夏
の
営
業
に
向
け
た
、
竹
簗
の
貼
替

え
作
業
が
あ
り
、(

一
社)

パ
レ
ッ
ト

の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
や
な
場
の

ス
タ
ッ
フ
、
地
域
住
民
が
参
加
し
ま

し
た
。
使
わ
れ
て
い
る
竹
は
近
隣
の

竹
藪
か
ら
５
０
０
本
を
超
え
る
量
を

切
り
出
し
、
や
な
場
ま
で
自
分
た
ち

で
運
び
ま
し
た
。
古
く
な
っ
た
竹
簗

と
同
じ
く
、
下
地
に
使
う
丸
太
も
補

強
し
て
、
そ
の
上
に
竹
を
一
本
ず
つ

結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

は
じ
め
て
作
業
す
る
ス
タ
ッ
フ
も

い
ま
し
た
が
、
地
域
の
先
輩
方
に
教

わ
り
、
後
半
は
皆
で
息
を
揃
え
、

ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
は
「
年
に
一
度
「
観

光
地
を
手
作
り
し
て
い
る
」
と
い
う

地
域
も
な
か
な
か
無
い
と
思
い
ま
す
。

や
な
場
に
来
ら
れ
た
際
に
は
「
竹
簗
」

に
も
注
目
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い

で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

や
な
場
料
理
長
の
又
野
さ
ん
は
「
冬

季
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
地
元
食
材
を

使
っ
た
小
鉢
や
お
刺
身
、
炊
き
込
み

ご
飯
の
御
膳
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
水
し
ぶ
き
が
輝
く
や
な
場
の
風

情
を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
で
観
光
地
を
手
作
り
す
る
」
と

い

う

格

別

な

体

験

３
月
21
日
（
木
）
に
、
甲
佐
高
校
、
松

橋
西
支
援
学
校
高
等
部
上
益
城
分
教
室
の

生
徒
が
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

同
活
動
は
、
地
域
に
根
差
し
た
学
校
と

し
て
、
清
掃
活
動
を
と
お
し
て
環
境
美
化

に
協
力
し
、
同
時
に
郷
土
を
愛
す
る
心
と

自
然
を
慈
し
む
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
、
年
度
終
わ
り
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
校
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ほ

か
、
加
藤
神
社
の
境
内
や
参
道
の
除
草
、

落
ち
葉
集
め
と
、
甲
佐
高
バ
ス
停
や
そ
の

周
辺
の
清
掃
と
花
壇
の
草
取
り
を
そ
れ
ぞ

れ
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
１
年
生
は
地
域
探
究
学
習
と
し

て
、
昨
年
か
ら
熊
本
大
学
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
探
究
学
習
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
会
や

国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
「
陣
ノ
内
城

跡
」
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
。
そ
の
後
、

各
自
が
調
査
し
た
結
果
を
ス
ラ
イ
ド
に
ま

と
め
、
授
業
や
文
化
祭
で
発
表
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
12
月

に
は
熊
本
大
学
准
教
授
の
講
演
を
受
講
し
、

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
っ
た
結
果
、
陣
ノ
内
城
跡
の
清
掃

を
生
徒
た
ち
が
発
案
。
今
回
、
地
域
探
究

学
習
の
ま
と
め
と
し
て
、
陣
ノ
内
城
跡
の

清
掃
を
行
い
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
で

町
の
歴
史
と
魅
力
に
触
れ
る

▲加藤神社の境内の落ち葉を集める2年生（上）と
　陣ノ内城跡の清掃を行う１年生（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 14

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

  県立甲佐高校（甲佐町横田 327）　☎ 096-234-0041

通年営業で四季折々のやな場を楽しんで

又野 光生 さん
（やな場 料理長）

　6月の鮎解禁が待ち遠しい季
節となりました。鮎料理が始ま
るまでの間、町で採れた野菜を
使ったお料理などを提供させて
いただいております。竹簗と新
緑が綺麗な季節のやな場を是非
見にきてください。
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　　　　　　　　　　　　　　　　※ カッコ内は担当課
　　　　　　　　　　　　　　　　※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R6.5 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。

日 月 火 水 木 金 土
4/28 4/29

 「緑川の日
2024」 一斉清掃
 （環境衛生課）

4/30

 口座振替日
 （税務課）
夜間窓口

 （税務課）
 納期限
 （税務課）

1
行政区配達
 （総務課）

2
消費生活相談
 （福祉課）

3 4

5 6 7
法律・人権・行政相談 

（福祉課）

8 9
 消費生活相談
（福祉課）

10 11

12 13 14 15
行政区配達
 （総務課）
認知症についての

 相談会と家族の集い
 （福祉課）
マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
（住民生活課）

16
消費生活相談
 （福祉課）

17 18

19 20
心配ごと相談

 （福祉課）

21 22 23
消費生活相談
 （福祉課）

24 25

26 27 28
 口座振替日
 （税務課）

29
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
（住民生活課）

30
 消費生活相談
（福祉課）

31
 納期限
夜間窓口
軽自動車税（種別割）

障害者減免申請期限
（税務課）

6/1
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町からのお知らせ

日本国内に住む全ての人は、20歳になったら
国民年金の被保険者となり、保険料の納付が義務
づけられています。学生には在学中の保険料の納
付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
利用するには申請が必要です。
●学生納付特例の対象期間
　令和６年４月分～令和７年３月分
●必要書類
　学生であることを証明する書類（学生証、生徒
　手帳、在学証明書などの写し）
●ターンアラウンドハガキについて
　既に学生納付特例の承認を受けている人で、卒
業予定年月日を確認できている場合には、日本年
金機構から本人宛にハガキ形式の申請書（ターン
アラウンドハガキ）が毎年送付されます。必要事

項記入し、返送することで窓口に来訪することな
く申請できます。
　なお、ハガキが届かなかった人や学校を変更し
た人などは通常通り窓口での申請が必要です。　
●追納について
　過去に年金保険料の学生納付特例や申請免除な
どを受けた場合、全額納付した場合と比べて老齢
基礎年金が低額となります。このため、学生納付
特例などを受けた期間については、後から納付す
ることができます。

【お問い合わせ先】
　町住民生活課
　☎０９６ー２３４－１１１３（内線１０４）
　熊本東年金事務所
　☎０９６ー３６７－８１４４

国民年金保険料の学生納付特例制度
＼学生だから納付が大変、でも大丈夫／

ねんきん情報

令
和
６
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

お
よ
び
賦
課
限
度
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

■
国
保
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

人
を
除
き
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
人
は
す
べ

て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
税
に
は
上
限
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
所
得
が
多
い
世
帯
で
も
賦

課
限
度
額
ま
で
し
か
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
前
年

の
所
得
と
被
保
険
者
数
に
よ
っ
て
、
均
等
割

と
平
等
割
が
軽
減
さ
れ
る
措
置
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法

①
被
保
険
者
が
支
払
う
医
療
費
の
財
源
と

な
る
「
医
療
給
付
費
分
」

②
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

支
え
る
た
め
の
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」

③
40
～
64
歳
の
人
が
加
入
す
る
介
護
保
険

制
度
を
支
え
る
た
め
の
財
源
と
な
る
「
介

護
納
付
金
分
」
の
合
計
が
年
税
額
と
な
り
ま

す
。
３
つ
の
保
険
税
は
さ
ら
に「
所
得
割
」「
均

等
割
」「
平
等
割
」の
合
計
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
国
保
税
の
税
額
に
つ
い
て

は
、
６
月
中
旬
に
町
税
務
課
か
ら
納
税
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
国
保
税
に
関
す
る
こ
と

町
税
務
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

（
内
線
１
１
５
）

①医療給付費分 ②後期高齢者
支援金分

③介護納付金分
（40～64歳の人のみ）

所得割 8.8％ 2.9％ 2.68％

均等割
（一人につき） ３万円 １万円 １万８千円

平等割
（世帯ごと）

１世帯につき
２万２千円

１世帯につき
８千円 ―

賦課
限度額 65万円 24万円 17万円
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I n f o r m a t i o n

【お問い合わせ先】
町税務課　☎０９６ー２３４－１１１２（内線１１４）

令和６年度町税納期限のお知らせ
納付期限 固定資産税 軽自動車税 町民税

  （普通徴収）
国民健康保険税
（普通徴収） 口座振替日４期割 ※ 10期割

４月30日（火） 第１期 ４月30日（火）

５月31日（金） 全期 ５月28日（火）

７月１日（月） 第１期 第１期 第１期 ６月28日（金）

７月31日（水） 第２期 第２期 第２期 第２期 ７月29日（月）

９月２日（月） 第３期 第３期 第３期 ８月28日（水）

９月30日（月） 第４期 第４期 第４期 ９月30日（月）

10月31日（木） 第５期 第５期 第５期 10月28日（月）

12月２日（月） 第６期 第６期 第６期 11月28日（木）

12月20日（金） 第３期 第７期 第７期 第７期 12月18日（水）

１月31日（金） 第８期 第８期 第８期 １月28日（火）

２月28日（金） 第４期 第９期 第９期 第９期 ２月28日（金）

３月31日（月） 第10期 第10期 第10期 ３月28日（金）

※ 固定資産税（４期割）は、法人および町内に住所を有しない個人または共有名義の人が対象と
なります。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
登
録
が
必
要

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上

の
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
、
30
日
以
内
に
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
登
録
は
犬
の
生
涯
に
１
回
、
狂
犬
病

予
防
注
射
は
毎
年
１
回
受
け
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

犬
の
登
録
は
、
町
環
境
衛
生
課
（
甲
佐
町

水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
内
）
で
行
え
ま
す
。

●
登
録
料

１
頭
に
つ
き
３
千
円

■
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
毎
年
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

町
で
は
毎
年
春
と
秋
の
２
回
、
町
内
約
30

会
場
を
巡
回
し
て
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
会
場
で
必
ず
登
録
と
注
射
を
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
都
合
で
行
け
な
か
っ

た
場
合
は
、
動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
に
は
そ

れ
ぞ
れ
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

動
物
病
院
な
ど
で
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合

は
、
動
物
病
院
な
ど
に
注
射
代
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

■
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

令
和
６
年
度
の
春
の
集
合
狂
犬
病
予
防
注

射
の
実
施
を
５
月
20
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）、

26
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
登
録
が

済
ん
で
い
る
犬
の
場
合
は
、
飼
い
主
に
対
し

て
お
知
ら
せ
と
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
新

し
く
犬
を
飼
わ
れ
る
人
に
は
、
回
覧
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病
院
な

ど
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
動
物
病
院

な
ど
で
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
環
境

衛
生
課
に
て
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
申

請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象

生
後
91
日
以
上
経
過
し
て
い
る
犬

■
犬
の
登
録
事
項
変
更
に
つ
い
て

犬
の
転
居
や
譲
渡
お
よ
び
犬
が
死
亡
し
た

と
き
な
ど
、
犬
の
登
録
事
項
に
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
環
境
衛
生
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
環
境
衛
生
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９
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お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は

５
月
31
日
（
金
）
ま
で

身
体
や
知
的
・
精
神
な
ど
に
障
が
い
の

あ
る
人
が
所
有
し
、
身
体
障
が
い
者
な
ど

の
人
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
に
つ

い
て
、
そ
の
障
が
い
の
程
度
や
軽
自
動
車

の
使
用
状
況
な
ど
が
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
、
申
請
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
種

別
割
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
制
度
に
該
当
す
る
場
合
は
、
町
税

務
課
に
て
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
り
障
が

い
者
１
人
に
つ
き
、
１
台
の
み
軽
自
動
車

税
種
別
割
が
減
免
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

普
通
自
動
車
の
減
免
と
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

▼
申
請
期
限

５
月
31
日
（
金
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
の
申
請
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
税
務
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　
（
内
線
１
１
５
）

里
親
制
度
に
つ
い
て

お

尋

ね

く

だ

さ

い

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
親
と
離
れ
て
暮
ら

す
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
養
育
す
る
の
が
「
里
親
制
度
」
で
す
。

熊
本
は
里
親
が
不
足
し
て
い
る
現
状
か

ら
、
多
く
の
方
に
里
親
制
度
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
窓
口
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

慈
愛
園
乳
児
ホ
ー
ム
養
育
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
き
ら
き
ら

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
８
１
０
０

物
価
高
騰
対
策
重
点
支
援

給

付

金

の

ご

案

内

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
品
価
格
等
の
物
価

高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
国
の
重

点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、
令
和
５

年
度(

令
和
４
年
中
の
収
入)

住
民
税
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対
し
て
、
１
世
帯

あ
た
り
10
万
円
の
給
付
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯
に
、
世

帯
内
で
扶
養
さ
れ
て
い
る
18
歳
以
下
の
子

ど
も
一
人
あ
た
り
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
こ
ど
も
加
算

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
世
帯
が
対

象
で
す
。

・
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、

甲
佐
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

・
令
和
５
年
度
非
課
税
世
帯
へ
の
物
価
高

騰
重
点
支
援
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な

る
世
帯

・
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
が
含
ま
れ
る
世
帯

・
他
の
市
町
村
で
、
既
に
同
様
の
給
付
を

受
け
た
世
帯
で
な
い
こ
と

●
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
へ
の
給

付
金
（
こ
ど
も
加
算
含
む
）

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
世
帯
が
対

象
で
す
。

・
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、

甲
佐
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

・
世
帯
の
全
員
が
令
和
５
年
度
住
民
税
所

得
割
が
課
さ
れ
ず
、
う
ち
少
な
く
と
も

一
人
が
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
に
該

当
す
る
こ
と

・
世
帯
の
中
に
、
住
民
税
が
課
税
と
な
る

所
得
が
あ
る
の
に
未
申
告
で
あ
る
者
が

い
な
い
こ
と

・
他
の
市
町
村
で
、
既
に
同
様
の
給
付
を

受
け
た
世
帯
で
な
い
こ
と

※
詳
し
く
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
福
祉
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
３
）

町
で
は
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

が
急
病
な
ど
の
緊
急
事
態
に
ボ
タ
ン
ひ
と

つ
で
通
報
で
き
る
、
緊
急
通
報
装
置
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
に
、
自
宅
に
設
置
し
た
装
置
か
ら
緊
急

通
報
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者

本
町
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
で
次
の

全
て
に
該
当
す
る
人

・
心
臓
疾
患
な
ど
の
緊
急
事
態
が
予
測
さ

れ
る
慢
性
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の

人
、
も
し
く
は
転
倒
の
可
能
性
が
著
し

く
高
い
な
ど
の
理
由
で
日
常
生
活
上
注

意
を
要
す
る
状
態
で
あ
る
人

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
、
も
し
く
は
同
居

者
が
重
度
の
障
が
い
者
ま
た
は
要
介
護

者
で
あ
る
人

▼
利
用
料

・
月
額
５
０
０
円

※
別
途
、
装
置
の
電
池
交
換
費
用
が
発
生

し
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

町
福
祉
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
６
）

令
和
６
年
度
の
熊
本
県
調
理
師
試
験
が

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
試
験
期
日

10
月
26
日
（
土
）

▼
試
験
会
場

熊
本
大
学

全
学
教
育
棟

（
熊
本
市
中
央
区
黒
髪
２
‐
40
‐
１
）

▼
受
験
資
格

中
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
持
ち
、
飲
食

店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
調
理
業

務
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人

▼
願
書
配
布

５
月
７
日
（
火
）
か
ら
県
保
健
所
や
県

健
康
づ
く
り
推
進
課
な
ど
で
配
布

▼
願
書
受
付

５
月
７
日
（
火
）
～
６
月
３
日
（
月
）

▼
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

（
公
社
）
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町　
　
　

２
‐
８
‐
５
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル
５
階
）

☎
０
３
‐
３
６
６
７
‐
１
８
１
５

町
で
は
、
災
害
な
ど
の
情
報
を
住
民
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
の
設
置
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

戸
別
受
信
機
を
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
に

お
い
て
は
、
設
置
を
検
討
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
家
庭
に
お
い
て
は
、

音
が
途
切
れ
る
な
ど
の
不
具
合
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
停
電
時
で
も
受
信
で
き
る
よ
う
、
乾
電

池
の
定
期
的
な
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
く
ら
し
安
全
推
進
室

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

　
　
（
内
線
２
４
１
）

飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
時
は
、
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
次
の
と
こ
ろ
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
お
住
ま
い
の
管
轄
の
保
健
所

・
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
所
に
近
い
保
健
所

・
最
寄
り
の
警
察
署

ま
た
、「
熊
本
県
動
物
愛
護
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
は
、
保
護
さ
れ
た
犬
や
猫
の
情
報
を
検
索

で
き
る
ほ
か
、
飼
い
主
が
迷
子
情
報
（
犬
・

猫
）
を
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

県
健
康
危
機
管
理
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
８

熊
本
県
調
理
師
試
験
の
ご
案
内

くらしの情報

町税などの滞納処分（３月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差し押さえ件数 ４件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 191,000円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
３月 年累計

人 身 事 故 １ １

物 損 事 故 18 44

盗 難 な ど ０ ０

３月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ ０

原 野 12 +２

そ の 他 13 +１

合 計 件 数 28 +３
４月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を

設

置

し

ま

せ

ん

か

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

在
宅
高
齢
者
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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お
知
ら
せ

町
の
防
災
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
・
ア
プ
リ
機
能
を
活
用
し
て
、

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
防
災
・
防
犯
な

ど
の
安
全
安
心
情
報
、
く
ら
し
に
役
立
つ

生
活
情
報
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を

迅
速
、
正
確
に
お
知
ら
せ
す
る
メ
ー
ル
ア

プ
リ
シ
ス
テ
ム
「
こ
う
さ
情
報
た
し
か

め
ー
る
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
く
ら
し
安
全
推
進
室

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

　
　
（
内
線
２
４
１
）

通

常

収

集

し

な

い

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

●
出
せ
る
ご
み
（
一
般
家
庭
の
も
の
）

タ
イ
ヤ
、
バ
イ
ク
、
ボ
イ
ラ
ー
、
バ
ッ

テ
リ
ー
、
風
呂
お
け
、
ガ
ラ
ス
戸
、
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
、
家
電
４
品
目
な
ど

※
運
搬
費
用
は
町
が
負
担
し
ま
す
が
、
処

理
費
用
は
個
人
負
担
で
す
。
家
庭
用
電

化
製
品
は
、
運
搬
費
、
処
理
料
、
郵
便

振
込
手
数
料
が
個
人
負
担
で
す
。

●
出
せ
な
い
ご
み

中
身
の
残
っ
た
「
ペ
ン
キ
缶
、
オ
イ
ル

缶
」、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
農
薬
、

消
火
器
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
な
ど

※
処
理
の
方
法
は
、
購
入
先
な
ど
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時

６
月
１
日
（
土
）・
12
月
８
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時

▼
開
設
場
所

甲
佐
町
総
合
運
動
公
園
ヘ
リ
ポ
ー
ト

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
環
境
衛
生
課

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９　
　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
に
対
す
る

予
防
接
種
は
、
定
期
接
種(

Ｂ
類
疾
病)

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
接
種
を
希

望
す
る
場
合
は
、
決
め
ら
れ
た
期
間
内
に

接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者

・
65
歳
の
人

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、

腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の

身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限

さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
人
お

よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
人

▼
接
種
回
数

１
回
※
定
期
接
種
と
し
て
の
接
種
は
１

人
１
回
の
み
で
す
。

▼
接
種
費
用

４
，
０
８
０
円

※
町
外
契
約
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

は
４
，
２
８
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
接
種
期
間

・
65
歳
の
誕
生
日
か
ら
66
歳
の
誕
生
日
前

日
ま
で

※
接
種
期
間
外
に
接
種
し
た
場
合
の
接
種

費
用
は
全
額
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
方
法
に
つ
い
て

・
町
内
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

医
療
機
関
に
直
接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

・
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
が
予
防
接

種
広
域
化
業
務
を
受
託
し
て
い
る
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
ま
た
は
町
健
康
推
進
課
へ
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
予
診

票
は
接
種
前
に
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。

町
健
康
推
進
課
の
窓
口
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
後
の
手
続
き
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

予
防
接
種
広
域
化
業
務
を
受
託
し
て
い

な
い
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
は
任

意
接
種
と
な
り
、
費
用
は
全
額
個
人
負

担
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
健
康
推
進
課

☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

「
く
ま
も
と
の
地
下
水
を
育
む

募
金
箱
」
の
設
置
に
つ
い
て

公
益
財
団
法
人
く
ま
も
と
地
下
水
財
団

は
、
熊
本
地
域
の
宝
で
あ
る
地
下
水
の
保

全
事
業
を
展
開
す
る
公
的
な
団
体
で
す
。

財
団
で
は
、
活
動
の
周
知
と
啓
発
を
図
り
、

財
源
を
広
く
募
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
く
ま
も
と
の
地
下
水
を
育
む
募
金
箱
」

を
各
地
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
財
団
全
体
で
６
万
７
７

８
４
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
寄

せ
ら
れ
た
募
金
は
、
森
の
保
全
や
冬
場
の

水
田
へ
の
水
張
り
な
ど
の
地
下
水
保
全
事

業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い

熊
本
の
地
下
水
を
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
活

動
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
設
置
場
所

町
会
計
課
窓
口(

役
場
庁
舎
内)

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
く
ま
も
と
地
下
水
財
団

☎
０
９
６
‐
２
２
７
‐
６
６
７
８

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得

講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て

上
益
城
消
防
組
合
で
は
、
甲
種
防
火
管

理
者
取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
実
施
日
程

令
和
６
年
度
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

感
染
症
予
防
接
種
に
つ
い
て
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６
月
27
日
（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

６
月
28
日
（
金
）
午
前
９
時
～
正
午

▼
受
講
場
所

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

▼
受
講
申
込
期
間

５
月
20
日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
金
）

▼
定
員

先
着
35
名

▼
受
講
料

４
，
０
０
０
円

※
詳
細
は
、
上
益
城
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
指
導
課

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

繫
殖
期
の
野
鳥
保
護
お
よ
び

指
導
取
締
強
化
月
間
に
つ
い
て

県
で
は
、
５
月
10
日
（
金
）
か
ら
の
１

カ
月
間
を
野
鳥
保
護
指
導
取
締
強
化
月
間

と
定
め
、
野
鳥
の
違
法
捕
獲
な
ど
の
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

野
生
鳥
獣
な
ど
は
、
そ
の
保
護
や
狩
猟

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
原
則

と
し
て
捕
獲
、
殺
傷
、
採
取
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

メ
ジ
ロ
な
ど
を
愛
が
ん
飼
養
目
的
で
捕

獲
す
る
こ
と
も
原
則
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

県
央
広
域
本
部
上
益
城
地
域
振
興
局

林
務
課

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
１
４
２

農
薬
空
容
器
は
、
産
業
廃
棄
物
で
あ
り
、

野
焼
き
や
不
法
投
棄
が
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
処
分
す
る
た
め
に
は
、
専

門
の
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
理
を
委
託

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
・
経
済

連
と
農
薬
卸
業
者
・
販
売
店
が
連
携
し
、

各
Ｊ
Ａ
が
回
収
日
時
・
場
所
を
設
定
し
、

専
門
業
者
に
一
括
し
て
処
理
を
委
託
し

て
い
ま
す
。

回
収
に
関
す
る
日
時
、
場
所
、
方
法

お
よ
び
費
用
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
ま
た
は
熊
本
県
農
業
技

術
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

特
殊
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る

椿
油
粕
は
、
害
虫
の
駆
除
目
的
で
使
用

す
る
と
農
薬
取
締
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

募
集

第
36
回
熊
本
県
シ
ニ
ア

作

品

展

作

品

募

集

第
36
回
熊
本
県
シ
ニ
ア
作
品
展
は
、
高

齢
者
が
創
作
活
動
を
発
表
す
る
場
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
文
化
活
動
促

進
と
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
出
品
部
門

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、
書
、
彫
刻
、

工
芸

▼
出
品
資
格

令
和
7
年
4
月
1
日
時
点
で
60
歳
以
上

（
昭
和
40
年
4
月
1
日
以
前
に
お
生
ま
れ

の
人
）
で
あ
る
県
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア

▼
出
品
料

１
点
に
つ
き
１
千
円

▼
募
集
期
間

４
月
１
日
（
月
）
～
６
月
21
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

町
福
祉
課
窓
口
な
ど
に
置
い
て
あ
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

く
ら
し
安
全

「
電
話
で
『
お
金
詐
欺
』」
に　
　

注

意

！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
警
察
官
や
役
場
職
員
、
銀
行
員
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
を
名
乗
る
者

か
ら
の
電
話
で
次
の
よ
う
な
「
お
金
」
の

話
が
出
た
ら
詐
欺
だ
と
疑
い
、
家
族
や
警

察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
保
険
料
な
ど
の
過
払
い
金
が
あ
る

・
金
融
機
関
と
連
携
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付

金
の
手
続
き
を
す
る

・
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
が
あ
り
、
解
約
す

る
に
は
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー

ド
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る

・
パ
ソ
コ
ン
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
修
理
代
金

は
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
で
支
払
う
よ
う

に
案
内
さ
れ
る

・
友
人
が
お
金
を
受
け
取
り
に
行
く

ま
た
、
電
話
で
指
示
さ
れ
る
ま
ま
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
す
る
の
は
危
険
で
す
。
個
人

情
報
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

も
教
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
落
ち
着

い
て
電
話
の
内
容
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

くらしの情報

農
薬
の
空
容
器
や
不
要
な
農
薬
は

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

特
殊
肥
料
「
椿
油
粕
」
に
つ
い
て
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［
肥
後
狂
句
］

北
川
直
美
選

駅
伝親

の
叫
び
で
元
気
づ
き

広
田
み
ど
り

駅
伝ド

ベ
で
走
ら
す
目
立
つ
ご
つ

下
山

千
恵

駅
伝今

年
も
行
く
よ
プ
リ
ン
セ
ス

志
垣　
　
光

駅
伝白

襷
に
も
意
地
の
有
る

佐
藤　
　
葵

駅
伝何

考
え
て
走
っ
ど
か

平
井
や
よ
い

駅
伝タ

ス
キ
の
思
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

光
永　
　
六

駅
伝箱

根
の
神
は
見
逃
さ
ず

井
元
あ
ざ
み

駅
伝母

校
の
タ
ス
キ
ゴ
ー
ル
ま
で

日
高

美
里

駅
伝テ

レ
ビ
の
前
で
三
ヶ
日

上
田

梅
清

駅
伝走

る
あ
な
た
に
一
目
惚
れ

北
川

直
美

［
短
歌
］

塚
原
暁
益
選

春
な
れ
ど
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
さ
も

桜
前
線
列
島
を
行
く

吉
永
由
紀
子

こ
こ
ち
良
い
日
和
の
昼
間
散
歩
す
る

水
面
に
映
る
緑
の
木
々
の

赤
星

延
子

雨
あ
が
り
庭
の
草
取
り
花
の
芽
が

あ
ち
こ
ち
出
で
て
楽
し
み
ふ
え
る

赤
星

文
子

酒
好
き
な
亡
夫
の
好
み
し
ヒ
ト
モ
ジ
の

ぐ
る
ぐ
る
あ
れ
ば
顔
も
ほ
こ
ろ
ぶ

池
田
キ
ヨ
子

人
は
皆
自
然
に
勝
て
ぬ
と
思
い
知
り

さ
れ
ど
逆
ら
う
心
も
あ
り
て

内
田
乃
武
子

父
母
と
毎
年
め
で
た
桜
花

戻
ら
ぬ
日
々
は
と
て
も
な
つ
か
し

緒
方

明
美

花
好
き
の
吾
に
優
し
い
花
々
は

肩
に
き
て
散
る
背
に
も
き
て
散
る

塚
原

暁
益

literary work
うたごよみ　～皐月～

■
お
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
①桜の塩漬けは丁寧に洗い、水につけて塩抜

きしペーパーに上げておく。
②あんこは8等分して丸めておく。
③ボウルに●を入れ箸でよくかき混ぜて均一

にし、分量の水を半分ほど加えぽろぽろと
なってきたら手でまとめます。水は少しず
つ様子を見ながら足していきましょう。

④まんじゅうの生地ができたらラップをかけ
てしばらく休ませます。

⑤④を8等分にし丸く広げ②のあんこを包み
しっかり閉じ①の桜を乗せ軽く押さえます。

⑥⑤はアルミカップやクッキングペーパーに
並べて、蒸し上げます。

　強火で8～１０分が目安です。

桜まんじゅう

4
月
に
入
り
、
咲
い
て
い
る
桜
の

木
を
眺
め
て
い
る
と
、
今
年
も
春
が

来
た
な
、
と
実
感
し
ま
す
。
す
っ
か

り
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
み

な
さ
ん
は
ど
う
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。今

回
、
入
学
式
な
ど
を
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
元
気
よ
く

入
場
す
る
新
入
生
た
ち
の
姿
が
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

私
は
今
月
号
か
ら
編
集
に
携
わ
る

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
取
材
や
原

稿
の
執
筆
な
ど
、
慣
れ
な
い
作
業
の

連
続
で
、
今
も
試
行
錯
誤
の
毎
日
で

す
。
今
後
は
、
取
材
を
通
し
て
た
く

さ
ん
の
方
と
出
会
え
た
ら
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。
町
の
魅
力
や
情
報
を
精

い
っ
ぱ
い
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
ゆ
）

　桜の花びらにはビタミンＡ、ＢやＥが含まれています。解毒作用が強いの
で体内のデトックスにも効果的です。
　ゴールデンウィークはどこへ行っても人ばかり。かなり治まってきたと
いっても、まだまだ怖いコロナですよね。今年は人ごみを避けて、家でお菓
子作りを楽しみませんか。桜の代わりにスライスしたサツマイモや甘栗を乗
せても美味しいですよ。

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
３月11日（月）～４月10日（水）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・山路　義則様　　愛媛県
・迎　真由美様　　東京都
・杉浦　太樹様　　東京都
・二木　将明様　　神奈川県
・江利川　亮様　　東京都
・寺島　光　様　　福岡県
・野村　俊彰様　　愛知県
　　　　　　　　ほか多数

■お問い合わせ
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

住　所 氏　名 年齢 世帯主
西寒野 境　光枝 94 光枝
糸　田 井芹　イツコ 105 良一
大　町 田仲　正和 85 明美
田　口 田上　擴 82 順子
上早川 小原　太 92 信子
中　山 柴田　クミ子 92 クミ子
上早川 溜渕　勝 65 勝
中　山 嶋津　榮光 87 法子
仁田子 山口　和子 89 和子
田　口 里形　京子 99 京子
西寒野 岩井　十二子 92 十二子
田　口 成田　九州夫 88 修一
糸　田 緒方　エミ子 90 進

ほか10人　

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名
夫 西寒野 向山　椋太
妻 上早川 喜讀　紅菜

ほか２組　

　　　　今月の出生児　２人

【材料（８個分）】
桜花の塩漬け……………８輪
●薄力粉………………200㌘
●ベーキングパウダー

………小さじ２
●砂糖…………………  70㌘
水 ………………  90～100㌘
市販のあんこ…………200㌘
打ち粉用小麦粉…………適宜
アルミカップなど
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今
回
話
を
聞
い
た
の
は
、
熊
本

市
を
本
拠
地
と
し
て
活
動
す
る
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
フ
ォ
レ
ス

ト
リ
ー
ヴ
ズ
熊
本
」
の
川
口
選
手

と
里
選
手
。
二
人
と
も
長
崎
県
出

身
で
同
チ
ー
ム
で
は
先
輩
後
輩
の

仲
。
チ
ー
ム
は
現
在
、
Ｖ
１
リ
ー

グ
へ
の
昇
格
を
目
指
し
日
々
練
習

に
励
む
傍
ら
、
医
療
福
祉
施
設
な

ど
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
で
の
社
会

貢
献
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
普

段
は
宇
城
市
の
旧
豊
野
小
学
校
の

体
育
館
で
チ
ー
ム
練
習
を
行
い
な

が
ら
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ

る
谷
田
病
院
の
通
所
施
設
や
病
棟

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
い
る

二
人
。
仕
事
と
チ
ー
ム
の
掛
け
持

ち
に
つ
い
て
、「
患
者
様
か
ら
い

た
だ
く
応
援
の
声
が
嬉
し
く
、
す

ご
く
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
、

里
さ
ん
。「
チ
ー
ム
活
動
の
際
に

は
シ
フ
ト
調
整
な
ど
配
慮
し
て
く

だ
さ
り
、
快
く
見
送
っ
て
く
れ
る

病
院
の
皆
様
に
は
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
川
口
さ
ん
。

甲
佐
町
に
対
し
て
何
か
貢
献
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
同
病
院
職
員
の
立
案

に
よ
り
、
甲
佐
小
６
年
生
に
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
す
る
話
が

持
ち
上
が
っ
た
。
今
年
３
月
に
実

現
し
た
初
授
業
で
は
、「
初
対
面

だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
姿
が
嬉

し
か
っ
た
」「
授
業
の
あ
と
、
一

人
ひ
と
り
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
て
感

動
し
た
」
と
、
笑
顔
を
こ
ぼ
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が

無
い
甲
佐
小
の
児
童
た
ち
に
と
っ

て
、
現
役
選
手
と
の
触
れ
合
い
は

貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
に
違
い
な

い
。「
今
後
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

通
じ
、
甲
佐
町
に
よ
り
多
く
関
わ

っ
て
い
け
た
ら
」
と
話
す
。「
機

会
が
あ
れ
ば
他
の
小
学
校
や
中
学

校
で
も
開
催
し
て
い
き
た
い
。
フ

ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ヴ
ズ
の
事
を
知
ら

な
い
人
た
ち
に
も
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
い
」
と
二
人
は
話
す
。

こ
の
３
月
を
も
っ
て
12
年
間
の

選
手
生
活
を
終
え
心
機
一
転
、
同

病
院
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
を

継
続
す
る
こ
と
を
決
め
た
川
口
さ

ん
。「
自
然
豊
か
で
良
い
町
だ
と

感
じ
る
甲
佐
町
。
こ
れ
ま
で
良
く

し
て
い
た
だ
い
た
職
場
に
少
し
で

も
恩
返
し
を
し
た
い
、
地
域
と
の

関
わ
り
も
持
っ
て
い
き
た
い
」
と

前
向
き
に
話
す
。
引
き
続
き
現
役

選
手
と
し
て
活
動
し
て
い
く
里
さ

ん
も
「
患
者
様
や
職
員
の
方
た
ち

に
も
元
気
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
た
い
」
と
前
向
き
だ
。

取
材
中
、
い
つ
も
と
違
う
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
姿
を
目
に
し
て
、
笑
顔

で
手
を
振
る
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
姿

か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
職
場
で
築
い

て
き
た
良
い
関
係
性
も
伺
え
る
。

４
月
か
ら
進
む
道
が
分
か
れ
る
二

人
だ
が
、
今
後
も
病
院
や
町
と
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
同
県
出
身
、
同
チ
ー
ム
、
同

職
場
で
良
き
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
し

て
共
に
戦
っ
て
き
た
二
人
は
、
こ

れ
か
ら
も
町
民
に
元
気
を
、
町
に

活
力
を
与
え
続
け
る
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
　
　

元
気
を
与
え
る
存
在
に
な
り
た
い
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